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２０１９事業年度事業計画 概要 

 

  

 市原市では、平成２９年３月に「ひと輝き まち輝く 文化の香り高いまち いちはら」を基本

理念とし、「市原市文化振興計画」（平成２９年度からの１０年間の計画期間）が策定されました。

この計画では、当財団が「本市の文化振興を担う唯一の公益法人」と位置づけられており、行政や

市民をはじめ、各種文化団体等との連携・協力による芸術文化振興が求められています。 

 

２０１９事業年度は、財団の「中長期経営方針～文化の香り高いまちづくりを目指して～」を策

定してから５年目の事業年度を迎え、「文化芸術振興の拠点づくり」「鑑賞型事業の更なる充実」「市

内全域を対象としたアウトリーチ型事業の充実」「文化芸術の主役となる人材並びに文化芸術スタ

ッフの育成・支援」という４つの基本方針に基づき、引き続きさまざまな事業を実施してまいりま

す。 

 

 市内全域を対象とした芸術文化振興を図るため、自主文化事業としてアウトリーチ型事業を継続

してまいります。様々なアーティストによるミニコンサートを市内各所で開催する「まちくる！」

や市民が身近な場所で寄席を鑑賞できる「出前寄席」などの普及・鑑賞型事業を実施するほか、日

本の伝統芸能や科学の不思議さを子供達が体験・鑑賞できる生涯学習型の事業を実施します。 

また、文化芸術の主役となる人材並びに文化芸術スタッフの育成・支援の面では、アーティスト

の登録・育成制度「いちはら Artists Power」、文化振興ボランティアの登録・育成制度「いちはら

文化振興ボランティア」など、市民との協働による文化力の底上げを目指した事業を引き続き実施

してまいります。 

さらに、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックの開催を控え、レガシー創出に資する

文化プログラムの一環として、「東京２０２０オリンピック・パラリンピック開催記念事業」を実

施し、文化を通じてオリンピック・パラリンピックに向けた機運醸成を図ってまいります。 

 

 一方、市原市市民会館（以下「市民会館」という。）の指定管理については、６月末までホール

棟は工事のため休館となりますが、施設の設置目的を達成するために、今後も市民会館を市原市の

文化振興の拠点として、鑑賞型事業の更なる充実を目指し、市民ニーズの高い、幅広いジャンルの

文化事業を実施してまいります。また、市民会館施設の適正な維持管理に努め、利用者に安全・安

心にご利用いただけるよう管理運営し、更なる市民サービスの向上に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 



２０１９事業年度の事業計画は、次に定めるところによる。 

 

Ⅰ 公益目的事業 

芸術文化、生涯学習及びコミュニティの振興に関する事業で、文化の香り高いまちづくり形成の

ための基盤及び環境形成を推進すること、地域コミュニティに根ざした生涯学習事業を推進するこ

とにより、心豊かで活気に満ちた市民生活の実現に寄与することを目的に実施します。 

１ 文化事業 

（１）自主文化事業 

  財団の自主事業として実施する文化振興事業で、市内の学校に出向いてのアウトリーチ型生涯

学習事業や市内全域を視野に入れたアウトリーチ型のミニコンサートや公演、有名アーティスト

の公演、文化芸術に携わる人々を発掘・支援する文化振興ボランティア事業やアーティストの登

録・育成制度などのさまざまな自主文化事業を実施します。 

（２）受託文化事業（指定管理事業） 

 市民会館施設の設置目的を達成するための事業で、優れた芸術文化を創造・鑑賞・体験する機

会を提供するために、市民会館施設を市原市の文化の拠点と位置づけ、主催公演事業、自主公演

事業を年間１５事業実施します。なお、ホール棟休館中は、会議室棟において「和紙ちぎり絵教

室」、「講演・トークショー」の２事業を実施します。 

２ 施設管理運営事業 

 市原市から指定管理者の指定を受けて管理・運営を行っている市民会館施設を、市内の文化振

興の拠点として適正に維持管理し、公益目的事業の内容に沿って施設貸出を実施するほか、利用

者へのサービス向上と利便性の向上に務め、専門的人材による知識や技術等の供与を行う事業を

実施します。 

  

Ⅱ 収益目的事業 

１ 宴会室における飲食提供事業 

 市原市民及び施設利用者の利便性向上を図るため、会議室棟４階にある宴会室における飲食提

供事業を行う事業を実施します。 

２ その他公益目的事業の推進に資する事業 

  ①チケット受託販売事業 

  施設利用者へのサービスの充実を図り、広く舞台芸術の鑑賞の機会を促すため、当財団が主催

する公演以外の公演のチケットの受託販売事業を実施します。 

  ②施設利用者の利便性向上のための事業 

  施設利用者の利便性向上のため、舞台看板、立て看板、飾花、ピアノ調律等の利用者サービス

を提供する事業を実施します。 

 

Ⅲ その他の事業（相互扶助事業） 

  市民会館において、施設利用者へのサービスの充実を図るため、公益目的以外の活動に対して

も施設の貸与を行う事業を実施します。 



２０１９事業年度 公益財団法人市原市文化振興財団 事業計画書 

Ⅰ 公益目的事業 

１ 文化事業 

（１）自主文化事業 

 ①自主文化事業 

公演日 
実施 

場所 
事 業 名 事  業  内  容 対象年齢 

通年 

－ 

いちはら 

Artists Power 

【自主公演事業】 

財団主催の事業や市民団体等が主催するイ

ベントに出演していただける文化芸術アー

ティストを募集・登録し、アーティストに

活躍の場を提供するほか、文化芸術の力で

市原市をもっと元気にすることを目的とす

る育成型事業。 

全世代 

年 4 回 市内 

各所 

市民力活用事業 

「まちくる！」 

【自主公演事業】 

「いちはら Artists Power」登録アーティ

スト等を活用し、市内各所でイベントを実

施し、アーティストの育成及び市原市の芸

術文化活動の振興を目的とした育成・鑑賞

型事業。 

全世代 

6・9・12・

3 月の第 1

土曜日発行 
－ 

文化振興広報事業 

文化情報紙 

『おんぷ』 

【自主公演事業】 

財団の文化事業の情報や市民会館のイベン

ト情報等を掲載する文化情報紙を発行する

広報事業。 

全世代 

通年 

－ 

文化振興 

ボランティア 

【自主公演事業】 

財団が主催する事業において、運営をサポ

ートしていただくボランティアを募集・登

録することで、文化振興に参加する人材を

育成する育成型事業。 

高校生以

上 

未定 大ホール スマイル 

コンサート 

【主催公演事業】 

若者に人気の歌手の公演を実施すること

で、市原市民に高度な舞台技術や音楽に触

れる機会を提供し、文化芸術の振興を目的

とした鑑賞型事業。 

10代～20

代 

2019 年 

6 月頃 

市内 

小学校 

伝統芸能普及事業 

【自主公演事業】 

市内各小学校に出向き日本の伝統芸能を普

及し、体験を交えて身近なものに感じられ

ることを目的とした生涯学習事業。 

小学生 

6 月頃 市内 

小学校 

出前講座 

サイエンスショー 

【自主公演事業】 

市内各小学校に出向き、市原市の将来を担

う子供達に科学のおもしろさを伝えるとと

もに不思議な体験から、児童達の自己啓発

を促し、生涯学習の一助となることを目的

とした生涯学習事業。 

小学生 



未定 大ホール ポピュラー 

コンサート 

【主催公演事業】 

人気アーティストの公演を実施すること

で、市原市民に高度な舞台技術や音楽に触

れる機会を提供し、文化芸術の振興を目的

とした鑑賞型事業。 

30代～40

代 

2020 年 

2 月頃 

市内 

各所 

出前寄席 

【自主公演事業】 

市民により身近な場所で伝統文化に触れる

機会を提供する目的で開催する出張・鑑賞

型事業。 

全世代 

未定 市民会館 

全施設 

東京 2020 

オリンピック・ 

パラリンピック 

開催記念事業 

【主催公演事業】 

東京 2020 オリンピック・パラリンピックの

開催を記念し、市原市民に高度な舞台芸術

や生涯学習に触れる機会を提供すること

で、文化芸術の振興を目的とした鑑賞型事

業。 

全世代 

 

②共催公演事業 

公演日 
実施 

場所 
事 業 名 事  業  内  容 対象年齢 

2019 年 

7／14 

大ホール 市原フィルハー

モニー管弦楽団

コンサート 

市内のアマチュア管弦楽団との共催公演に

より市原市に市民の音楽文化を広めること

を目的とした鑑賞型事業。 

全世代 

7／31 大ホール 恐竜どうぶつ園 恐竜の歴史文化を学べる恐竜ショーをイベ

ント企画の法人と共催公演することによ

り、市原市民に高度な舞台芸術や生涯学習

に触れる機会を提供することを目的とした

鑑賞型事業。 

全世代 

12／1 大ホール 市原市楽友協会 

市民コンサート 

市内の音楽愛好家団体との共催公演により

市原市に市民の音楽文化を広めることを目

的とした鑑賞型事業。 

全世代 

12／14 大ホール 出光興産 

コンサート 

プロのアーティストの公演を市内企業と共

催公演することにより、市民の音楽文化の

発展とコミュニティの振興を目的とした鑑

賞型事業。 

全世代 

 

 

 

 

 

 

 



  ③支援事業 

 支援事業は、文化団体等が実施する文化活動への音響、照明等の技術提供、助言等を行う事業で、

主催団体からの依頼を受けて当財団が支援を行う事業。 

公演日 
実施 

場所 
事 業 名 事  業  内  容 対象年齢 

2019 年 

5／19 

上総更級

公園 

市原 

ハワイアンフラ 

フェスティバル 

市原ハワイアンフラ協会等の文化団体が行

う文化イベントで、音響等の技術支援を行

う事業。 

全世代 

 

 （２）受託文化事業（指定管理事業） 

公演日 
実施 

場所 
事 業 名 事  業  内  容 対象年齢 

2019 年 

5／19 

会議室棟 和紙ちぎり絵 

教室 

【自主公演事業】 

日本の芸術的なちぎり絵を学ぶ機会を提供

することで、文化芸術の振興を目的とした

参加型事業。 

小学生以

上 

6 月頃 会議室棟 講演・ 

トークショー 

【主催公演事業】 

テレビでお馴染みの方による講演・トーク

ショーを実施することで、文化芸術の振興

を目的とした鑑賞型事業。 

全世代 

7／7 小ホール 県民芸術劇場 

親子で楽しむ 

室内管弦楽 

コンサート 

【主催公演事業】 

3 歳からの子供を対象に室内楽コンサート

を開催し、聴くだけでなく実際に楽器演奏

体験をすることで、未来を担う子供達にク

ラシック音楽の素晴らしさを感じてもらう

ことを目的とした体験・鑑賞型事業。 

３歳以上 

 

7／27 大ホール 市民会館 

探検ツアー 

【自主公演事業】 

市民会館施設や舞台の裏側をより深く知っ

てもらい、舞台技術や舞台芸術への興味・

関心を啓発するために実施する参加・体験

型の探検ツアー。 

全世代 

7 月頃 大ホール 親子劇場 

（２回公演） 

【主催公演事業】 

テレビでお馴染みの子供に人気の着ぐるみ

の公演を実施することで、これからの未来

を背負って立ついちはらの子供達に生涯学

習の機会を与えるとともに、情操教育の一

助となる鑑賞型事業。 

幼児 

～小学生 

8／24 小ホール アンサンブル 

コンサート 

【主催公演事業】 

篠笛や和太鼓などの和楽器を主としたアン

サンブルコンサートを開催し、伝統的な和

楽器に触れる機会を提供することにより、

音楽芸術文化の振興を目的とした鑑賞型事

業。 

30代～60

代 



9月～12月 大ホール 

小ホール 

会議室棟 

市原市文化祭 

【自主公演事業】 

地域の伝統や文化を育み伝承していくた

め、市民が文化活動で鍛錬した成果発表の

場を設けることで、市民文化活動の活性化

を図ることを目的とし、市民と協働し元気

なふるさとづくりを目指す参加・鑑賞型事

業。 

なお、市民会館では次の行事を開催する。 

9/29 三曲大会 (小ホール) 

 合唱祭 (大ホール) 

10/17 工芸展 (会議室棟) 

～20   

10/12 吟詠剣詩舞大会 (小ホール) 

 古典舞踊大会 (大ホール) 

10/13 謡曲大会 (小ホール) 

 太鼓の輪 (大ホール) 

10/27 短歌大会 (会議室棟) 

 民謡秋まつり (小ホール) 

 民舞大会 (大ホール) 

11/10 郷土芸能大会 (小ホール) 

 ハワイアンフラ祭 (大ホール) 

12/15 歌謡祭 (小ホール) 

 バレエ公演 (大ホール) 
 

全世代 

未定 大ホール パワフル 

コンサート 

【主催公演事業】 

人気歌手の公演を実施することで、市原市

民に高度な舞台技術や音楽に触れる機会を

提供し、文化芸術の振興を目的とした鑑賞

型事業。 

10代～30

代 

未定 大ホール 

又は 

小ホール 

舞台芸術鑑賞 

【主催公演事業】 

優れた舞台芸術の公演を実施することで、

市原市民に高度な舞台技術と芸術鑑賞に触

れる機会を提供し、文化芸術の振興を目的

とした鑑賞型事業。 

全世代 

10／21 

10／23 

大ホール 生涯学習支援 

（市原市小中学校 

音楽発表会、 

特連文化フェス

ティバル） 

【自主公演事業】 

（小中学校音楽発表会） 

市内の小・中学生が芸術文化活動の成果を

発表する場を設け、音楽芸術の向上と地域

社会の活性化を図ることを目的とする参

加・鑑賞型事業。 

 

全世代 



12／5 （特連文化フェスティバル） 

市内小中学校特別支援学級及び千葉県立市

原特別支援学校の学生が日頃の学習や文化

的活動を発表する場を設け、芸術文化に親

しむことで地域コミュニティの交流と教育

の向上並びに福祉の増進を図ることを目的

とした参加・鑑賞型事業。 

全世代 

11／3 大ホール 市民の日記念 

「夢の架け橋 

コンサート」 

【自主公演事業】 

市内の小中学校・高等学校吹奏楽部及び合

唱部で、各種大会及び音楽コンクールなど

に出場して各賞に輝いた学校にその成果を

披露できる場を提供するとともに、市民が

その演奏や合唱を鑑賞することで、音楽芸

術文化の向上を目的とする参加・鑑賞型事

業。 

全世代 

2020 年 

1 月頃 

大ホール ハッピー 

コンサート 

【主催公演事業】 

人気アーティストの公演を実施すること

で、市原市民に高度な舞台技術や音楽に触

れる機会を提供し、文化芸術の振興を目的

とした鑑賞型事業。 

50代～70

代 

2／2 小ホール いちはら名人寄

席 

【主催公演事業】 

日本の伝統話芸である落語を鑑賞する場を

提供し、高い芸術性を備えた娯楽に触れる

機会をつくるとともに、豊かな文化と芸術

の振興を目的とした鑑賞型事業。 

40代～70

代 

2／15 小ホール 人権・男女共同参

画フォーラム 

【自主公演事業】 

市原市人権・男女共同参画フォーラム実行

委員会と協働して、市民の人権意識の普及

と高揚を図り、男女をめぐる意識改革を推

進するため、共に考える場を講演。 

全世代 

3／1 大ホール 市民参加型事業 

「Ichihara スト

リートダンスイ

ベント ZONE」 

【自主公演事業】 

市民や団体と財団が協働して作り上げる熱

気あふれるステージを披露する市民参加型

事業。 

全世代 

 

 

 

 

 

 

 



２ 施設管理運営事業 

 （１）施設管理及び施設貸出 

  ①ホール・会議室等の貸出業務 

（貸出目標件数）                            （単位：件） 

施設名 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

大ホール － － － 26 12 17 23 29 25 8 15 20 175 

小ホール － － － 25 12 23 22 21 15 16 11 20 165 

会議室等 120 90 90 120 110 105 130 150 100 100 90 120 1,325 

宴 会 室 15 11 4 9 3 6 10 7 11 13 10 13 112 

 

  ②保守点検・管理業務委託 

番号 業 務 委 託 名 

１ 建物管理業務委託 

２ 緑地管理業務委託 

３ 昇降機保守業務委託 

４ 消防設備保守業務委託 

５ ホール舞台保守業務委託 

６ ホール照明保守業務委託 

７ 放送装置保守業務委託 

８ ピアノ保守業務委託 

９ 一般廃棄物処理業務委託 

10 産業廃棄物収集・運搬及び処分委託 

11 

 

ボイラー保守点検及びストレージタンク性能検査に伴う受験

準備整備業務委託 

 

 

Ⅱ 収益目的事業 

１ 宴会室における飲食提供事業 

（１）パーティー・宴会（会議食含む）                     （単位：件） 

 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

パーティー 

会 食 等 
20 15 8 14 8 8 13 12 16 16 12 15 157 

 

（２）飲食提供事業業務委託 

委 託 名 飲食提供業務委託 委 託 先 株式会社 千葉正直屋 

 

 

 



２ その他公益目的事業の推進に資する事業 

（１）チケット受託販売事業                         （単位：千円） 

事 業 名 内    容 事業費 

チケット受託販売事業 施設利用者へのサービスの充実を図り、広く舞台芸術の鑑賞の機

会を促すため、当財団が主催する公演以外のチケットを受託販売

する事業を実施する。 

1,051 

 

（２）施設利用者の利便性向上のための事業                  （単位：千円） 

事 業 名 内    容 事業費 

施設利用者の利便性向

上のための事業 

市原市市民会館において、施設利用者の利便性向上とサービスの

充実を図るため、看板、飾花、ピアノ調律等の利用者サービス事

業を実施する。 

1,062 

 

Ⅲ その他の事業（相互扶助事業） 

      （単位：千円） 

事 業 名 内    容 事業費 

その他の事業 

（相互扶助事業） 

施設利用者へのサービスの充実を図るため、公益目的以外の活動

に対しても施設の貸出・維持管理を行う事業を実施する。 

35,035 

 

 

 

Ⅳ その他 

 １ 理事会及び評議員会等の開催予定 

会議名 実 施 予 定 備  考 

理事会 5 月、2 月  

評議員会 5 月  

会計監査 5 月 監事による決算監査 

 

 ２ 職員研修実施予定 

研    修    名 実施予定回数 

全国劇場・音楽堂等アートマネジメント研修会 年 1 回 

関東甲信越静ブロックアートマネジメント研修会（自主事業・管理部門） 年 2 回 

全国劇場・音楽堂等技術職員研修会 年 1 回 

関東甲信越静ブロック技術職員研修会 年 1 回 

千葉県公立文化施設協議会技術職員研修会 年 1 回 

ちば文化振興ネットワーク協議会 年 4 回 

その他、文化振興・施設管理・財団運営に必要な研修 適宜 

 



（単位：円）

科　　　　　　　　　　　　　　　目 当年度 前年度（補正後） 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　　基本財産運用益 1,000 1,000 0

　　　　　　基本財産受取利息 1,000 1,000 0

　　　　　特定資産運用益 30,000 30,000 0

　　　　　　特定資産受取利息 30,000 30,000 0

　　　　　事業収益 265,101,000 271,050,000 △ 5,949,000

　　　　　　施設管理事業収益 118,969,000 119,347,000 △ 378,000

　　　　　　受託文化事業収益 51,250,000 54,780,000 △ 3,530,000

　　　　　　自主文化事業収益 22,400,000 22,440,000 △ 40,000

　　　　　　施設貸出事業収益 39,657,000 39,783,000 △ 126,000

　　　　　　飲食提供事業収益 29,300,000 30,000,000 △ 700,000

　　　　　　受託販売事業収益 1,425,000 1,900,000 △ 475,000

　　　　　　利便性向上事業収益 2,100,000 2,800,000 △ 700,000

　　　　　雑収益 10,000 10,000 0

　　　　　　雑収益 9,000 9,000 0

　　　　　　受取利息 1,000 1,000 0

　　　　　経常収益計 265,142,000 271,091,000 △ 5,949,000

　　（２）経常費用

　　　　　事業費 290,605,000 278,287,000 12,318,000

　　　　　　出演料 75,560,000 67,764,000 7,796,000

　　　　　　仕入 1,253,000 26,800,000 △ 25,547,000

　　　　　　給料手当 78,141,000 74,991,000 3,150,000

　　　　　　役員報酬 9,241,000 4,835,000 4,406,000

　　　　　　退職給付費用 4,455,000 6,831,000 △ 2,376,000

　　　　　　法定福利費 13,271,000 12,180,000 1,091,000

　　　　　　福利厚生費 738,000 738,000 0

　　　　　　旅費交通費 385,000 385,000 0

　　　　　　消耗品費 5,676,000 5,780,000 △ 104,000

　　　　　　印刷製本費 123,000 123,000 0

　　　　　　図書購入費 120,000 87,000 33,000

　　　　　　委託料 75,164,000 50,215,000 24,949,000

　　　　　　賃借料 7,175,000 6,752,000 423,000

　　　　　　燃料費 71,000 100,000 △ 29,000

　　　　　　広告宣伝費 6,870,000 8,172,000 △ 1,302,000

　　　　　　通信運搬費 2,275,000 2,217,000 58,000

　　　　　　租税公課 468,000 392,000 76,000

２０１９事業年度公益財団法人市原市文化振興財団収支予算書

2019年4月1日から2020年3月31日まで

２０１９事業年度公益財団法人市原市文化振興財団収支予算は、次に定めるところによる。
収　支　予　算　書　総　括　表　（損益方式）



　　　　　　修繕費 3,704,000 3,704,000 0

　　　　　　支払手数料 2,541,000 1,764,000 777,000

　　　　　　負担金 191,000 191,000 0

　　　　　　賃金 730,000 810,000 △ 80,000

　　　　　　経理費 600,000 600,000 0

　　　　　　保険料 331,000 416,000 △ 85,000

　　　　　　雑支出 940,000 1,316,000 △ 376,000

　　　　　　減価償却費 582,000 1,124,000 △ 542,000

　　　　　管理費 2,676,000 7,580,000 △ 4,904,000

　　　　　　給料手当 790,000 758,000 32,000

　　　　　　役員報酬 490,000 4,835,000 △ 4,345,000

　　　　　　退職給付費用 45,000 69,000 △ 24,000

　　　　　　法定福利費 135,000 825,000 △ 690,000

　　　　　　福利厚生費 8,000 8,000 0

　　　　　　旅費交通費 45,000 45,000 0

　　　　　　修繕費 230,000 100,000 130,000

　　　　　　印刷製本費 158,000 175,000 △ 17,000

　　　　　　交際費 30,000 30,000 0

　　　　　　消耗品費 25,000 25,000 0

　　　　　　広告宣伝費 150,000 150,000 0

　　　　　　研修費 300,000 300,000 0

　　　　　　保険料 80,000 70,000 10,000

　　　　　　雑支出 190,000 190,000 0

　　　　　経常費用計 293,281,000 285,867,000 7,414,000

　　　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 28,139,000 △ 14,776,000 △ 13,363,000

　　　　　　基本財産評価損益等 0 0 0

　　　　　　特定資産評価損益等 0 0 0

　　　　　　投資有価証券評価損益等 0 0 0

　　　　　　評価損益等計 0 0 0

　　　　　　当期経常増減額 △ 28,139,000 △ 14,776,000 △ 13,363,000

　　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益

　　　　　経常外収益計 0 0 0

　　（２）経常外費用

　　　　　　雑支出 0 1,350,000 △ 1,350,000

　　　　　経常外費用計 0 1,350,000 △ 1,350,000

　　　　　　当期経常外増減額 0 △ 1,350,000 1,350,000

　　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 28,139,000 △ 16,126,000 △ 12,013,000

　　　　　　当期一般正味財産期首残高 202,832,631 218,958,631 △ 16,126,000

　　　　　　当期一般正味財産期末残高 174,693,631 202,832,631 △ 28,139,000

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　　　指定正味財産期首残高 3,000,000 3,000,000 0

　　　　　　指定正味財産期末残高 3,000,000 3,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 177,693,631 205,832,631 △ 28,139,000



(単位：円）

公１ 小計 収１ 収２ 他１ 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 1,000 1,000 0 0 0 0 0 0 0 1,000

基本財産受取利息 1,000 1,000 0 1,000

特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 30,000 0 30,000

特定資産受取利息 0 0 0 30,000 30,000

192,619,000 192,619,000 29,300,000 3,525,000 39,657,000 0 72,482,000 0 0 265,101,000

施設管理事業収益 118,969,000 118,969,000 0 118,969,000

受託文化事業収益 51,250,000 51,250,000 0 51,250,000

自主文化事業収益 22,400,000 22,400,000 0 22,400,000

施設貸出事業収益 39,657,000 39,657,000 39,657,000

飲食提供事業収益 0 29,300,000 29,300,000 29,300,000

受託販売事業等収益 0 1,425,000 1,425,000 1,425,000

利便性向上事業収益 0 2,100,000 2,100,000 2,100,000

雑収益 0 0 0 0 0 0 0 10,000 0 10,000

雑収益 9,000 9,000

受取利息 0 0 1,000 1,000

経常収益計 192,620,000 192,620,000 29,300,000 3,525,000 39,657,000 0 72,482,000 40,000 0 265,142,000

（２）経常費用

事業費 225,099,000 225,099,000 27,458,000 2,158,000 35,890,000 0 65,506,000 0 290,605,000

出演料 75,560,000 75,560,000 0 75,560,000

仕入 0 530,000 723,000 1,253,000 1,253,000

給料手当 60,775,000 60,775,000 1,579,000 790,000 14,997,000 17,366,000 78,141,000

役員報酬 7,186,000 7,186,000 187,000 94,000 1,774,000 2,055,000 9,241,000

退職給付費用 3,465,000 3,465,000 90,000 45,000 855,000 990,000 4,455,000

法定福利費 10,320,000 10,320,000 269,000 135,000 2,547,000 2,951,000 13,271,000

２０１９年　４月　１日から２０２０年　３月３１日まで

合計

収支予算の事業別区分経理の内訳表

事業収益

内部取引控除法人会計
収益事業等会計公益目的事業会計

科     目



福利厚生費 573,000 573,000 15,000 8,000 142,000 165,000 738,000

旅費交通費 380,000 380,000 5,000 5,000 385,000

消耗品費 4,852,000 4,852,000 30,000 794,000 824,000 5,676,000

印刷製本費 46,000 46,000 61,000 16,000 77,000 123,000

図書購入費 90,000 90,000 30,000 30,000 120,000

委託料 37,778,000 37,778,000 24,455,000 338,000 12,593,000 37,386,000 75,164,000

賃借料 6,981,000 6,981,000 35,000 16,000 143,000 194,000 7,175,000

燃料費 53,000 53,000 18,000 18,000 71,000

広告宣伝費 6,755,000 6,755,000 110,000 5,000 115,000 6,870,000

通信運搬費 1,805,000 1,805,000 60,000 410,000 470,000 2,275,000

租税公課 405,000 405,000 8,000 1,000 54,000 63,000 468,000

修繕費 2,778,000 2,778,000 926,000 926,000 3,704,000

支払手数料 2,228,000 2,228,000 313,000 313,000 2,541,000

負担金 137,000 137,000 6,000 2,000 46,000 54,000 191,000

賃金 730,000 730,000 0 730,000

経理費 432,000 432,000 18,000 6,000 144,000 168,000 600,000

保険料 248,000 248,000 83,000 83,000 331,000

雑支出 940,000 940,000 0 940,000

減価償却費 582,000 582,000 0 0 582,000

管理費 2,676,000 0 2,676,000

給料手当 790,000 790,000

役員報酬 490,000 490,000

退職給付費用 45,000 45,000

法定福利費 135,000 135,000

福利厚生費 8,000 8,000

旅費交通費 45,000 45,000

修繕費 230,000 230,000

印刷製本費 158,000 158,000

交際費 30,000 30,000

消耗品費 25,000 25,000

広告宣伝費 150,000 150,000

研修費 300,000 300,000



保険料 80,000 80,000

雑支出 190,000 190,000

経常費用計 225,099,000 225,099,000 27,458,000 2,158,000 35,890,000 0 65,506,000 2,676,000 0 293,281,000

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 32,479,000 △ 32,479,000 1,842,000 1,367,000 3,767,000 0 6,976,000 △ 2,636,000 0 △ 28,139,000

基本財産評価損益等 0 0 0

特定資産評価損益等 0 0 0

投資有価証券評価損益等 0 0 0

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 32,479,000 △ 32,479,000 1,842,000 1,367,000 3,767,000 0 6,976,000 △ 2,636,000 0 △ 28,139,000

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

中科目別記載 0 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

中科目別記載 0 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 3,189,151 3,189,151 △ 3,189,151 △ 3,189,151 0

当期一般正味財産増減額 △ 29,289,849 △ 29,289,849 1,842,000 1,367,000 3,767,000 △ 3,189,151 3,786,849 △ 2,636,000 0 △ 28,139,000

一般正味財産期首残高 202,832,631

一般正味財産期末残高 174,693,631

Ⅱ　指定正味財産増減の部

指定正味財産期首残高 3,000,000 3,000,000 3,000,000

指定正味財産期末残高 3,000,000 3,000,000 3,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 177,693,631
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